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程度のイメージであるが、私が これから話す範囲が内陸アフ リカであると考えてほ しい。
「内的フロンティア世界」というような捉え方は、1990年に京都大学へ移 って来てか ら考え
始めたことだ。東南アジア研究セ ンターと共同で地域間研究を進める過程で、このような発想
が生まれ、同 じ頃にアメリカの人類学者コピ トフの 「アフ リカ ン ・フロンティア」という本か
ら強い刺激を受 けた(Kopytoff,1987)。そ して、私 自身が アフ リカで続 けて きたフィール ド
ワークの中で気 にかかっていたことが、 この 「内的 フロンティア世界」 と深 く関わっているの
ではないかと考え始めた。
私 は以前に、 ほぼ19世紀に至るまで外文明の強い影響を受 けることがなか ったアフリカ内陸
部は、 「多彩な風土に生 きる諸民族が、同化と分化の二側面を含みっっ住み分け、流動的な共
存関係を展開す る空間」で あるという考えを提示 した(掛谷,1994)。だが、なぜそ うい う空間
であり続けてきたのか とい う疑問は残 っていた。
東南アジア研究セ ンターにおける地域研究 は、世界単位論をその一っの ピー クと しっっ、
様 々なキーワー ドに集約 される多彩な成果をあげて いる。r内 世界と外文明」 「小人口世界」
「フロンテ ィア世界」 「周辺性」 「海域世界」 「圏 とネッ トワー ク」等 々、キラ星の ごとく
キーワー ドが生み出されて きた。その言葉か ら受けるイメー ジは、アフリカと重なるものが多
い。例えば 「フロンティア世界」を中心に据えて、 「内世界」 「小人口世界」 「周辺性」とい
うキーワー ドを組合わせれば、私が 「内陸アフ リカの地域性の生成と展開」で考えていた地域
特性と照応す るように思われる。
それ らのキー ワー ドで描 き出される東南アジアのイメージは、例えば次のよ うになる。東南
アジアは、中国 とインドとい う、大人口 ・大文明地帯の周辺にある、森の卓越 した小人 口世界
であり、その内世界は 「フロンティアの形成 と成熟の社会過程を経て、実質的な中身」を与え
られ、 「無限フロンティア形成」の論理に支え られて きた地域である。それは重層性を持 った
文明流入によるフロンティア形成 という大 きな特徴をもっ(矢野,1990)。また、東南アジアの
フロンティア論の背後 には、精緻な実態調査に基づ く開拓農民や開拓空間についての考察(田
中,1990,1993など)もあ り、あるいはフロンティア としての都市 という形で展開 される考察 も
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ある。 このような東南アジアにおけるフロンティア論を頭の片隅に置きなが らアフ リカにっい
て考えていきたい。
2.低人 ロ密度の大陸
アフ リカでは 「低人 口密度の大陸世界」 という事実を押さえてお く必要がある。20世紀以前
の人口については推定 に頼 るしかないが、サハラ以南の人口は、経済史家のマ ンロー(1987)に
よれば、1850年の場合、マキシマムで1億2千 万人余り、 ミニマムで7千 万人弱と推定できる




なる。それ らの人々が、熱帯多雨林からサバ ンナ、砂漠に至 る多様で広大な植生帯の中で暮 ら
して きた。 また、ツェツェバエの分布域に象徴的に示 されて いるように(図1)、ヒトや家畜
の生存をおびやかす風土病や病原体の問題 も大 きい。それ らがアフ リカの生態史を考え る時の
舞台装置 として極めて重要な特性 になるだろう。




本で8っ の地域を取 り上 げて い







これ まで、超 越的な枠組 み を
作ってこなか った人達 に深い関
心をもち、なぜ超越的な枠組み
に人は頼 らねばならないのかという問題 について考えて きた。文明化や発展に関心を持つ人の
問いかけとは逆転 している面がある。
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図2G.コ ナ ーが 『熱 帯 ア フ リカ の都 市 化 と国 家 形 成 」 で 取 り上 げ た諸 地 域 と
報 告 者 の 調 査 地(コ ナー,1993,p37)
1.西 ア フ リカ ・サ バ ン ナ2.西 ア プ リ力森 林 地 域3.ナ イ ル 川 中流 域
4.エ チ オ ピア高 地5.湖 沼 地 域6,ウ ペ ンバ凹 地 了.東 ア フ リカ 海 岸
8.ジ ンバ ブ ウ ェ高 原
A.ト ング ウ ェB.ベ ンバC.マ テ ンゴ
今日の話で は超越的な枠組みを志向 しなか った人々を基本的な対象 とするが、アフリカ内陸
部に大 きな帝国を作 った例がないわけではない。ウペ ンバ凹地(図2参 照)で は18～19世紀頃
にルバ帝国が形成 されている。それは、殆ど外側からの影響な しに、アフ リカ内部で 自生的に
形成 された帝国だと言われている。そのような地域 も視野 に入れなが ら、内陸アフリカの論理
を考えてみたいのだが、タンザニアのタンガニイカ湖畔か ら東側 に広がる山地帯 に住む トング
ウェ、内陸国ザ ンビァの北部 に住むベ ンバ、 タンザニアの西南部に住むマテ ンゴという三つの
民族集団の調査体験を基礎 とし、それ らの民族に共通す る特性を軸に して話を進 めたい。
3.民族誌的なパースペクティブ
市川さんも指摘 されたが、アフ リカの歴史の基層部には 「移動と移住」という特性が潜んで
いるように思われ る。 これ らの特性にっいては私 自身の調査体験の中で も強 く印象づけ られた。
アフ リカでは様 々な民族(あるいは部族)が多様 な暮 らしを展開を して いるが、その中で も
人々の頻繁な移動や移住は、それぞれの民族の個別性を越えて、かなり共通 した特徴 と考える
ことがで きる。それは、遊動生活を基本とす る狩猟採集民や牧畜民のみならず、多 くの農民社
会に も見い出す ことがで きる。東南ア ジアのフロンティア論の中で、モーバ イル ・ペザ ン ト
(動きまわ る農民)にっいて語 られているが、アフ リカで も、農耕民 は半定住、半遊動の民で
あると考えた方が実状 に合 う。特に焼畑農耕民は、文字どおりモーバイル ・カルティベーター、
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あるいはノマディック ・カルティベーターと位置付けることが可能だ。
モーバイル ・ペザン ト、あるいはモーバイル ・カルティベーターの一例 として、チテメネ ・
システムという特異な焼畑農耕を行 うベ ンバを挙 げることができる。チテメネ ・システムは焼
畑農耕の中で も集約性が高い。彼 らは原則 として疎開林の木 を根元か ら伐 り倒さずに枝のみを
伐採 し、乾燥 した枝葉を中心部に集めて火を放 って焼畑にす る。 シコクビエを主作物とする焼
畑は毎年開墾 され、集落の近辺に焼畑適地が少な くなると、村から歩いて1～2時 間程度の距
離を隔てた疎開林に出造 り小屋を建て、 ほぼ半年間そこに移 り住んで開墾する。 しか し彼 らと
の会話か ら、村落内での社会的な葛藤を回避するために、出造 り小屋に移 る場合 も多いとい う
ことがわか った。出造 りのために村か ら離れて住むということで、大義名分が立っのだ。村内
での社会的なコンフリク トと出作 り耕作 とは、かなり強 く連動 している場合がある。
村落内の葛藤か ら村が分裂するケースもあ る。私の調査体験でも、村が分裂 して、消滅 した
例を挙げることができる。村落自.体が一定の年限の後に移動す るのは、 ごく一般的である。焼
畑適地がな くなるというエ コロジカルな条件 もあるが、村全体が移動するのは、例えば村長の
死を契機 にす るような場合などが多い。ベ ンバについては、1930年代にイギ リスの人類学者の
リチャー ドが調査 しているが、彼女の調査 した村を再確認 して、その後の変化をたどることは
難 しいと言われている(MooreandVaughan,1994)。
移動 は頻繁であり、 しかも極めて気軽 に移 って行 くように見える。タンザニアの焼畑農耕民
の トングウェは、ムワミと呼ばれ る首長を中心 とした父系の親族集団のゆるやかな連合体か ら
なる社会を作っている。彼 らは、小さい集落が互いに距離を隔てて存在するという居住形態を
とっている。その集落間をっなぐのは人々の行 き来である。 トングウェには 「テンベア」とい
う行動様式を認めることができ。 「テンベア」は、スワヒリ語で 「人の移動」を意味す る言葉
だが、散歩か ら長期にわた る移動まで幅広い内容 を含んでいる。テ ンベアに出かけた トング
ウェは、気 ままに他の集落に長期間滞在す ることもあり、そのまま住み着いて しまった例 もあ
る。
「テ ンベア」は トングウェ社会の特性を反映する行動様式である。 トングウェ社会には、客
人を受け入れ る洗練 されたホス ピタ リテ ィの文化が発達 している。 しか し一方で、村の中での
親族関係の もっれや、呪われた、呪われそうだということで村を出てい く場合 もある。それは、
村か ら人が出ていかざるをえない押 し出し要因 も強 く内在 させた社会だ。
最近で はマテ ンゴを対象に調査を している。彼 らは焼畑農耕民ではない。開墾の ときには焼
畑を使 うが、基本的には非常に集約度の高い ピッ ト(堀り穴)耕作 という特異 な農耕を営んで
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いる。斜面地の草地を刈 って井桁状に草を並べ、井桁の間の土を掘 り、その土を草の上にかぶ
せて畝を作 る。遠 くか ら見れば蜂の巣のような畑である。そ こで、インゲンマメと トウモロコ
シをセッ トに して、2年 で1サ イクルの農耕を行 う。彼 らも疎開林帯に居住す る人々だが、こ
れまで私が調査 してきた民族 と全 く違 う農耕様式を もっていた。
マテンゴは1800年代中頃にピット耕作を始 めている。元々は小規模な集団が分散 して住んで
いた と言われている。1830年代頃に南方からゴニの進攻があ った。南アフ リカではズ「ルー王
国が1800年代初頭 に勃興 して くる。ズールーから派生 したゴニは好戦的な集団で、彼 らが北へ
攻めのぼ って来るのを避 け、山地に退避 したマテンゴが、 ピッ ト耕作を始めたのである。彼 ら
は、歴史的なある時点の条件下で、マテ ンゴ ・ピッ トという集約的な農法を発達 させて きた。
ゴニの侵入の時代が過ぎパ ックス ・ブリタニカの時代 になると、疎開林を次々に開墾 し、新
しい開拓村を形成 してい った。開墾時には焼畑では耕地を広げてい くが、その後 に、 ピッ ト農
法に切 り換えて生活を維持 してい く。定住性 と強 く結びっ くような集約型の農法 も移動や移住
と強 く結びついているのである。これらの事例を踏まえれば、アフ リカの農耕社会は、む しろ
移動 と移住を常態と した流動性の高い社会 と考えるべ きだろう。 トングウェのテ ンベア も、ベ
ンバの消えた村 も、エコロジカルな基盤と共 に、移動 と移住を促す構造を持っ社会の反映であ
ると考えられる。
最近私 は、移動 ・移住をベースにする暮らし方を 「エキステ ンシブな生活様式」と表現 して
いる。それは移動性 に支え られ、広 く薄 く環境を利用する生業を基本に した生活である。農耕
民 といえども、狩猟、採集、漁携をセ ットとして もっている。基本的には自然利用のゼネラリ
ス トと考えるべきだろう。 自給の レベルを大幅 に超えることのない生産指向を保持 し、生産 さ
れた ものは、村の中で、あるいは村を超えて平準化 してい く。物財が偏在す ることを避 けるか
のような分配 ・消費のメカニズムがある。それは、 「最小生計努力」の傾向性と 「平準化の メ
カニズム」を備えた生計経済を特徴 としているといってよい。政治的な統合度 の低い トング
ウェの社会 も、かつては大 きな王国を形成 したことで知 られるベ ンバの場合 も、村 レベルで見
る限 り非常によく似た生計経済の特徴をもっ。基本的にこれ らの社会は、差異の累積化を原動
力とした拡大型の経済よ りも、差異を平準化 し、安定 した生計経済を維持す る指向を強 く持 っ
た社会なのだ。
それ は擬制的なもの も含めたイディオム としてのキンシップ(親族)の絆 と、その内部での
互酬性と共存の論理を基礎 とす る社会なのである。 しか し、それは 「お人好 しの住む社会」と
いう意味ではない。む しろ、 このような基本的な論理から逸脱する者 は、例えば精霊や祖先霊
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か らの怒 りや懲罰を受ける。あるいは人々の間の妬み、恨みに起因す る呪いの標的になる。 そ
ういうものへの 「恐れ」によって支え られている社会という側面を もっ。集住がもたらす社会
的なテ ンションを回避 し、分散的な居住を促す というモチベーションがある。人 々の集住 とい
う求心的な傾向性よ りも、移動と分散を常態 とした、遠心的な傾向性をべ一スに もっ というこ
とだ。よ り規模の小さな親族集団を基礎 とした分節的な社会、セグメンタ リーな傾向性をもっ
社会である。それが、エキステ ンシブな生活様式を基礎 とする社会の特長である。
北部タ ンザニアのエアシ湖畔域にある開拓村のマ ンゴーラは、いわゆ る多部族混住地域だ。
ここは和崎 さんが調査 されてきた。和崎 さん は、民族社会に根を もつと同時に、多 くの民族 あ
るいは部族をっな ぎ、地域社会の形成力と して働 く組織化の原理(「チ ャマ」)や、移動 をす
る習性 としての行動様式(テンベァ)にっいて考察 している(和崎、1996a、1996b)。1930年代
からマンゴーラ村 に開拓民が移住 して きたが、和崎さんが調査を進めた1960年代には、農耕、
農牧、牧畜、狩猟採集 という、異なった生業を もつ民族が混住 し、農耕民について言えば、バ
ン トゥ系の17部族に由来する出自を もっていたという。 日野 さんの話 にもあ ったように、農耕
民 は 「スワヒリ」という共通 した集団意識を持っていた。 しか し一方で、彼 らはそれぞれの出




枠を越えた集団構成を もち、スワヒリとしての凝集性を内側か ら支えて いる。
マ ンゴーラ村の農民 は、自らの出生地 を離れ、各地を遍歴 し、その間にスワヒリ文化やスワ
ヒリ意識を身にっけた人々である。 この遍歴 は、スワヒリ語で 「テ ンベ ア」と呼ばれる。それ
は トングウェ社会での人の移動 と共通する行動様式である。 「テンベア」は部族社会に深 く根
ざした行動様式であ ると共に、一方で民族の混住化や結合をもたらして もいる。
マ ンゴーラ村の事例は、国民国家形成という流れの中での一っの動 きではあるが、その動 き
自体は、アフリカの民族社会の形成にっいて も非常に示唆的である。 これまで私が調査を した
民族は、 ほとんどが ここ150年か ら300年の間に、異なる多民族が集 まって一つの民族を形成 し
てきた歴史をもつ。 トングウェは、 ほぼ150年か ら200年前に、タンガニ イカ湖の対岸域 に住む




保 っていた。 しか し19世紀の中頃に、南方か ら侵入 してきたンゴニに対抗する過程で、首長制
を発展させていったという。ルバ帝国の後商であるとす る伝承を もつベ ンバ王国も、約250年
前に現在の地 に移住 して、形成 されてきた。 いずれの民族の場合 も、無人地帯に移住 して形成
されたとす る伝承 は共通 している。それ らは、天地開關以来、その地に住み、民族 としてのま
とまりを形成 してきた社会ではない。内陸アフリカの多 くの民族社会は、む しろ新 しく作 られ
てきた社会で、それ も流動的な人 々が離合集散す る中で形成 されてきた社会である。
4.内陸アフ リカの歴史
このような社会的特徴の淵源の一っは、市川さん も取 り上げ られたバ ン トゥ拡大の歴史にあ
るように思われる。rChifumbazecomplex」という、考古学者のフィリプソンが命名 したター
ムがある。 ビク トリア湖の北部か ら南アフリカまで、非常に共通 した特徴を もっ遺物がある。
それは鉄器、農耕、土器の文化複合で、紀元前の2～3世 紀か ら紀元4世 紀頃にわたって広 く
図3 Chifumbazecomplexの 分 布
(Phillipson,1993,p.191)
展開 してお り、バ ン トゥの拡大 と結びつ








位置 してお り、この地域 にもバ ン トゥの







にこの地域に展開 し、5世 紀 にKami1一
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ambianと呼ばれる鉄器時代が始 まる。8世 紀末には、AncientKisaliantraditionの時代に
な り、社会的な階層化の萌芽が見 られるという。墓の発掘か ら、祭祀用の鉄斧、鉄床、鉄製の
槍、銅製の腕輪などが発見されている。
このウペ ンバ凹地で帝国という超越的な枠組みが形成されてい く。そ こは森林 とサバ ンナの
モザイク地帯であ り、オープングラスラン ド、疎開林へと連なってい く地域だ。このウペ ンバ
凹地をは じめ、ザ ンベ ジ川上流、カフエ流域、そ して、ムウェル湖に流れる川沿いに展開する
フラッ ドプレー ンなど、河川流域のフラッ ドプ レーンが、超越的な社会体制を作ってい く基盤
とな って いる。そ こで は同時に塩や鉄 ・銅などの重要な資源が分布 しているが、特 に有名な
コッパーベル トが このあた りを通 っている。銅 と鉄 と塩 という資源の分布と王国や帝国の形成
との密接 な関係が窺われる。ウペンバ凹地には小 さな湖や沼が連なってお り、狩猟、漁掛、農
耕を組み合わせて、比較的高い人 口密度が保持されていたようだ。 このよ うな環境を制御 して
い くために、あ る種の共同労働 と、それを管理す るシステムが出現する。銅、鉄、塩、乾燥魚
などの域内交易の中心地で もあ り、このような条件のもとで、社会体制の展開があったと考え
られる。
それが特 に明確 に現れて くるのは、11世紀のClassicK:isaliantraditionの頃である。銅の
生産が活発化 し、その域内で装飾品や威信財が流通 し始める。ルバの中心地か ら200㎞離れた
コッパーベル トとの交易が本格的 になってきた。そ して14世紀末のKabambiantraditionの
頃には、十字型の銅の鋳造物(インゴ ッ ト)が出て くる。小型、均一、そ して定型化 したイ ン
ゴットは、貨幣 として使われていたのだろう。15世紀にはイ ンゴッ トが急増 していることから、
域内での交易が大き く拡大 して きたと考え られている。14世紀以降には、 コッパーベル トが二
っの交易 システムの結節点となった。一っは、北の熱帯多雨林の辺縁域の特産物であるラフィ
ア布の交易と結 びっいた交易 システムであ り、もう一つは、南のザ ンベ ジ河の周辺域に広がる
交易圏と結びっいたシステムである。それは、さらにジンバブエ交易網にもっなが っていった
と言われている。 このような域 内交易の拡大 と共に帝国化が進み、っいに18世紀には広大なル
バ帝国が成立する。
11世紀の銅生産が拡大 していったClassicKIsaliantraditionの時期に、 この地域か らバ ン
トゥが東方へ移住 してい った。 この東に行 った人の流れが、ザンビア西部やマラウイで王国形
成 に関わ ってきたと言われている。こうした王国や帝国の盛衰は、新たな移住の波をっ くりだ
し、多 くのフロンテ ィア型の社会を創出させていった。
サバ ンナの帝国として有名なルバは、交易や生産の背景 と共に、分節的なセグメンテー ショ
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ンを常態 とす る社会の枠組みを変える文化的装置、あるいは社会的装置を創出している。それ
はバ ンブージェという秘密結社であった。 リネー ジの長に当たる人々が、 リネージやクランを
超えて秘密結社を作 り、そのシステムが王権を支えてい く。 この秘密結社が、セグメンタ リー
な傾向性を制御 してきた。 ローカル ・プ リース トが 「聖なる王」に転化す るような文化装置、
儀礼装置 も付 け加えなが ら、大帝国を形成 して いく(Reefe,1981)。交易 や生産的な背景の他
に、文化的装置、社会的装置の創出によってルバ帝国が巨大化 していった。その影響 は、周辺
地域に及び、各地に王国が形成されていった。 しか し、これ らの王国は、王位の後継者争 いな
どを契機としてセグメン ト化 し、衰亡 してい く場合が多かった。
5.内的フロンティア世界
アフ リカ内陸部では10世紀頃までバ ン トゥの大移動に由来す る移動拡散の時期であった。10
世紀以降は人 口分布の密度化の時代が続いてい く。それはフェーズを変えなが らも、移動 と拡
散を生みだ し続けてきた。17世紀 までに、域内交易と集権化が進んだが、一方で内部的なセグ
メンテー ショを誘発 し、それが移動拡散を促す時代であったろ う。18世紀以降には大帝国の形
成と、それに伴 う移動拡散の時代であった。19世紀になれば、いわゆる長距離交易の時代にな
る。東方からはアラブが、西方からはポル トガルが奴隷や象牙を求めて進出 し、大陸を横断す
るような交易ルー トが確立 した。あるいは南か らのゴニの進攻があり、他民族の侵入 に伴 う移
住拡散の時代で もある。
アフリカという低人口密度の大陸世界は、移動 と移住を生み出す構造をもった社会を育んで
きた。それは、エキステ ンシブな生活様式と連動 しており、強い分節化の傾向性 を内包す る社
会的、政治的な構造とも結びついている。人 々は生業の適地を求めて移動する。 テンベアの心
に促 され るままに、遍歴を重ねる人 も多い。 ときに、千ばっや飢餓、あるいは疫病のゆえに、
移動や移住を余儀な くされ ることもある。多 くの民族社会は、即位儀礼などによ って聖性を付
与された首長や王に収敏 してい く集権性と、親族組織に基礎をお き、その成員間の潜在的な平
等性を求める傾向性 とのバ ランスの上に成立 している(掛谷、1993、1994)。このようなバ ラン
スが崩れれば内部集団は分裂 し、一部の集団は、その社会からの離脱を余儀な くされる。 とき
に、積極的に新天地を求めて移住 してい く。 ウイッチクラフ トか ら逃れ、あるいはウイッチク




ができる流動的なポ リテ ィが、消えたり現れたりす る歴史を刻んできた。それぞれの社会は、
共通 したバ ン トゥ的な特性を もち、移動や分散の過程ではイノベーシ ョンも含め、バラエティ
を持 った ものが出逢い、その文化要素を再編 しなが ら、新たなフロンティア社会を形成 して き
たのだろ う。
一部の地域では、ルバ帝国やザ ンベジ川のフラッ ドプレー ンに展開 したロジ帝国、大西洋岸
との長距離交易で栄えたル ンダ王国のような大規模な王国が点在 した。だが内陸部のアフ リカ
の基本的な流れは、移動 と分散を繰 り返 し、それを常態とするような社会だ。最 も基層的で広
い地域を覆っていたのは、より小さな政体、ポ リティを温存する社会である。それは基本的に
はアフリカ大陸で自生的な形で展開 して歴史であ り、内側に広がったフロンティアを前提 とし
た歴史だ ったのではないか。その意味で内陸アフリカの世界は 「内的 フロンティアの世界」と
位置付 けることができるだろう。
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めれば、イ ンドも中東 も入って しまう程の非常に広大なスケールを持っ。このスケールのまま





三の大きさを持っ島で、資源量 も世界で最 も多い島とな っている。この大きさは、アフ リカで
言えばスワヒリの世界に相当すると思う。サラワクのル ジャン川の下流か ら上流にかけて遡 り、




サラワクのルジャン川河口か ら木材が 日本などへ出荷されている。最近は製材所がで き、半
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分 くらいは製材 して出せ るようになった。木材 は上流か らバージを使 って一度に数百本が下 っ
て くる。少 し上流 に行 くとロングハウスが建て られており、その うしろでは焼 き畑による陸稲
栽培が行われていた。中流にあるカピッ トはかっては小 さな村落だ ったが、客を乗せた船の停
泊港になりいまでは町になっている。その上流には川沿いに陸稲を作 る焼 き畑があ り、奥は
ず っと森林になっている状況だ。カピッ トか ら約4時 間、川を遡 ったプラガ村がある。この上
流でダムを作 る計画がある。 ここに リゾー トを作 って世界最大のダムを作ろ うという、少な く
ともマ レー シアでは最大のプロジェク トである。水位が200m上が り、上流に住む5000人位の
村が全て水没することか ら問題にはな っているが、政府 は強引に押 し切ろうとしている。
さらに この上流域に木材の伐採現場がある。飯場があり、そこでは巨大な ロー リー等の機械
が、山か ら降りて来た材をバー ジに載せて下流へ送る。サラワクは色 々と批判 されているが、
私が見た限 りはしっかりと管理されていたと思 う。伐採 された木材には全てカー ドが付けられ
チェックされていた。これに森林局の印がない と下へ送れないシステムになっている。上流域
はコンセ ッションに分割 され、 さらにブロックに分割 されて、その一っ一つを数カ月かけて伐
採 してい くシステムで、イン ドネシアとの国境までの全てが計画の対象になっている。
伐採キ ャンプには教会 も建て られ、 自家発電なが らも全てに電気が通 じている。 この域内だ
けで一つの村が出来ているという印象を受けた。林道を大きな トラ ックが行 き来 している。中
には生協 もあ り、約200人が生活で きるような空間にな つている。道 は20トンクラスのブル
ドーザーが十数台で削 って作 っている。山を一っ崩 して上を平 らに し、ここへ通 じる道路が縦
横にサラワク中を駆け巡 っている。 これが現在見 られる熱帯多雨林の、フロンティアの「っの
姿である。夜になれば、専門の自動車整備工が、時には夜遅 くまで重機や トラックの整備や修
理を している。イ ン ドネシア側にはここまでの設備はないが、サ ラワクの場合は非常に伐採会
社の力が大きく、見渡せ る範囲の全てを押 さえている。山の中にもコンピュータが導入 され材
の管理や本部 との連絡をとっている。こういうキ ャンプが一っの川の流域に20～30ある。伐採
後の二次林で も植林の事業が始まっている。
そういう伐採を主体 とした世界の中にも伝統社会があ る。 この村から更に上流に行 くとブナ
ンの村が あり、その向 こうはイ ンドネシアになる。ボルネオの中で も移住 というのはごく普通
に行われていて、 この村 も約30年前にイン ドネシア側か ら移住 して きた。ブナンも非常によ く
移住す る人々だが、その理由はやほりテ ンベ ア的で、移住す ることが楽 しいという基本的な性
格があるように感 じる。 この伝統的な村 にも野菜栽培が入 り、これは伐採キ ャンプで売 られて
いる。 ブナ ンでは、純粋な狩猟採集民は約400人と言われ、のこりの1万 人は焼 き畑をや りっ
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人が入っている。沈香 という香木の中心 もボルネオである。上流でブナンや クニャの人々が集
めた沈香をラワスか ら船で下へ降ろし、そこで集め られたものはさらにシンガポールへ と送 ら
れる。 シンガポールにはイ ンドネシア、マ レーシア、タイ、カ ンボジナなどの沈香が集め られ
ており、その流通の中心 とな っている。香港の漢方薬屋を覗 くと、東南アジア産の沈香、シナ
モ ン、キャラなど、千種類に も及ぶ生態資源が集め られていた。それはアメ リカ、カナダ、
オース トラリア、 ヨーロッパに売 られるとい う。
つまり熱帯多雨林のフロンティア世界で採れた資源が、ポンティアナク、バ ンジャルマ シン、
サマ リンダという小 さな港町に集あられ、それがさらにジャカルタに集め られ、最終的 にシン
ガポールへ行 くという仕組みになっている。沈香の島填部 と大陸部のシェアは、島瞑部が全体
の70%、大陸部が30%で、全体量 は2千 トンぐらいになるという。 この内の70%がアラブへ
行 っているが、その間に入るのがバ ングラディッシュ商人 とイン ドのムスリム商人であ る。 も
う一方には、日本、中国へのルー トがある。この熱帯の多雨林で得 られた資源が、川を通 じて
海へ出る。その海か ら更にアラブの世界、あるいは中国の世界まで行き着 いている。これはま
さにネッ トワーク化であ り、非常に密な仕組みがきれいに出来上がっている。 これが東南アジ
ア世界であると言え るだろ う。、
一方で、沈香採取の中心は移動 していく。かつてはサラワクの北 にあったが、いまは東カリ
マンタンに中心があり、さ らにイリア ンへ と移 っている。資源が移動す ることによって人が動
くのは、沈香だけで はなく木材や他の資源で もそうだろ う。資源の移動 と共に人は動いて行 く。
それが熱帯世界の一つの常態であると考れば、資源の大小 とい うことを視野に入れてお く必要
がある。今後の方向としては、一っ一っの資源を緻密 に見て積み上 げていった上で、大理論を





























































た例 もある。 ザ ンベ ジ河の流域 で は、 フ
ラッドプレーンでの集約的な農耕が展開 し、









































































































































えた中で も適応していける。強 く抵抗 したの
ではなく、行 ってみたらもう逃げて居ないと
いうイメージが強い。
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